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＜山梨県の紹介＞ 特徴（マイカーへの依存） 
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１.取組の経緯 

 

３.期待される効果（実証実験の結果） 

実証実験の結果に基

づき、各分野の効果を

算出した結果は右の通

りである。 

なお、甲府都市圏お

よび山梨県におけるＭ

Ｍの目標値は、甲府都

市圏総合交通体系調査

他、各種関連計画に基

づき設定している。 

 

分野 

発揮 
される 
効果 

実現する 
内容 

目標値 
設定 

実験結果 

(効果) 

 

道路渋滞の緩和 

公共交通利用 
促進 

都市交通の 
円滑化 

都市構造分野 

野 
集約型都市構造
の促進（短距離ト
リップの自動車分
担率縮減） 

集約型 
都市構造の実現 

地球環境分野 

運輸部門における 

CO２削減 

環境負荷低減 
の実現 

健康医療分野 

歩行量の増加に

よる健康増進 

県民の健康増進 

 

自動車から 
公共交通に転換 
9,700 トリップ／日

niti 日 

短距離トリップの二
輪・徒歩への転換 
3,400 トリップ／日 

ＣＯ２の削減 
 

9.6万トン／年 
 

歩数増加者 
 

6,550人 
 

甲府都市圏総合 
都市交通体系調査 

甲府盆地 7都市計画
区域マスタープラン 

 

山梨県地球温暖化
対策実行計画 

健やか山梨 21（山梨
県健康増進計画） 

自動車から 
公共交通に転換 
63トリップ／日 

短距離トリップの二
輪・徒歩への転換 
80トリップ／日 

ＣＯ２の削減 
 

70トン／年 
 

歩数増加者(1 日

1000 歩以上の増加が見

込まれる人数)  72人 
 

Ｈ32年 
までに 

今後、調査を重
ね、目標値や甲

府都市圏等へ
の拡大・達成状
況を精査 

パーソントリップ調査（Ｈ17年度） 

甲府都市圏総合交通計画（Ｈ21年 3月） 

ＭＭ位置づけ、取り組み 

 

「安全・安心」を確保する交通の実現 

 

 

「交流・活力」を保全する交通の実現 

公共交通利用量 ２.６ 
万トリップ/日 

現況より 
５割増 

自動車による 
二酸化炭素排出量 

環境負荷の少ない 
交通手段の割合 

１４ 
万 t-c/年 

現況より 
４割減 

現況より 
増加 

概ね解消 

現況より 
増加 

３１％ 

混雑・渋滞する道路の 
延長割合 

甲府中心部における 
都市活動量（私事、業務） 

６％ 

６.３ 
万トリップエンド/日 

「環境」を保全する交通の実現 

山梨県では、何れ

の行動でもクルマ

利用が大半 

位置 

山梨県におけるＭＭ実証実験のとりくみについて 

２. ＭＭ(エコ通勤)の実証実験の実施 

 Ｈ２１ まずは特定の１事業所で調査   転換意向のある従業員の存在を確認 

Ｈ２２ 公募による参画事業所等の従業員を対象として、「エコ通勤コミュニケーシ
ョン・アンケートによる呼びかけ」を試行・調査 

実施内容： エコ通勤コミュニケーション・アンケートによる呼びかけ 

 
企業 所在地 参画案内配布数 

（企業提示参画予定人数） 

備考 

Ｇ社さま 甲府市 120人 エネルギー 

Ｏ社さま 甲府市 50人 小売・SC 

Ｈ社さま 甲府市 250人 建設 

Ｒ社さま 中央市 120人 メーカー 

Ｅ社さま 甲府市 150人 エネルギー 

Ｌ社さま 南アルプス市 20人 建材リース 

Ｎ社さま 甲府市 1000人 通信設備 

Ｋ社さま 甲府市 50人 建設 

Ｓ社さま 甲斐市 35人 サービス 

Ｃ所さま 甲府市 65人 行政事務 

事業所等 

（マイカー通勤者。会社事情による途
中辞退を除く。） 

学校関係 

圏内の学校に、教育委員会経由で

協力依頼し、応じて頂いた学校の

教職員に呼びかけ 

（呼びかけを行って頂いた学校の教
職員のうちマイカー通勤者。） 

実施結果の概要 （注：実践日数や実践方法は回答者によって異なる） 

事業所等 

学校関係 

4,109人 
 

 

 

 

143人（3.5%） 

４.今後の取組み 

 これまでは通勤をターゲ

ットとしてＭＭを実施。 

 今後は、全県への拡大に加

え、通勤以外の通学、日常生

活、観光などへも拡大し、目

標達成に向けＭＭを継続実

施する。また、多岐にわたる

分野への対応として、部門の

横断的なワーキングを設置

し取組んでいく。  

通勤 通勤 

生活 

通学 

観光 

ターゲット拡大 

山梨県の部門横断的な取組 

全県拡大 

山梨県 県土整備部 都市計画課 

目標 

（H42年） 
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凡例

観光客の来訪手段（山梨県観光動態調査より） 

利用店舗の推移（山梨県証券実態調査より） 

車で便利な 

大型店での 

買い物が増加 

観光もマイカー利用が突出 

山梨県および甲府都市圏 

甲府都市圏 

甲府都市圏の従業者数 

234,144 人 
(平成 17年国勢調査より算出)  

 

山梨県人口 

862,772人 
(平成 22年 10月)  

 

マイカー通勤がきわめて多い 

移動目的別交通手段分担率（甲府都市圏ＰＴ調査より） 


